
先
日
、
役
所
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
督
促
状
が
来
た
。
満

75
歳
を
超
え
た
の
で
、
い
わ
ゆ
る

政
府
管
掌
の
「

社
会
保
険
被
保

険
者
」
の
資
格
を
剥
奪
さ
れ｢

分

別
」
さ
れ
て
（
嫌
で
も
）
払
う
義

務
を
負
わ
さ
れ
た
。

今
ま
で
の｢

社
会
保
険
は
半
額

会
社
負
担
、
万
一
病
気
で
も
一
定

額
の
休
業
補
償
が
貰
え
た
。
分
別

後
は
全
額
個
人
負
担
で
補
償
は
な

い
。
私
自
身
は
健
康
に
恵
ま
れ
同

じ
、
否
そ
れ
以
上
、
年
１
０
日
も

休
ま
ず
朝
七
時
～
夕
5
時
３
０

分
ま
で
働
い
て
い
る
。
年
間
労
働

時
間
は
通
常
の
公
務
員
の
３
年
分

に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
報
酬

は
高
額
は
取
れ
な
い
。
競
合
激
化

と
お
客
様
の
お
買
物
額
が
低
下
し

て
経
費
を
抑
え
な
い
と
赤
字
に
な

る
。九

月
締
め
の
前
期
決
算
は
始
末

に
始
末
を
重
ね
、
そ
れ
に
耐
え
協

力
し
て
く
れ
た
勤
務
者
、
そ
し
て

お
客
様
の
ご
支
援
の
お
陰
で
黒
字

に
な
り
、
法
人
税
・
府
市
民
と
事

業
税
合
わ
せ
る
と
で
私
の
年
額
報

酬
よ
り
多
い
金
額
を
納
税
し
た
。

因
み
に
年
額
の
交
際
費
は
２
２
３

千
円
飲
食
店
へ
の
支
払
い
は
０
円
。

所
得
税
法
で
当
社
規
模
で
５
４
０

万
ま
で
損
金
算
入
に
出
来
る
。
旅

費
交
通
費
は
従
業
員
定
期
補
助
を

含
め265
千
円
、
タ
ク
シ
ー
は

自
己
負
担
し
０
円
で
あ
る
。

そ
れ
程
始
末
し
た
結
果
少
額
の
益

金
を
上
げ
れ
ば｢

何
の
斟
酌
」
の

無
く｢

法
人
税
」
を
払
わ
さ
れ
た
。

先
般
政
治
家
さ
ん
達
の
法
律
で

決
め
ら
れ
た｢

資
産
公
開
」
が
新

聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を

見
て｢

預
貯
金
額
」
が
少
な
い
の

に
愕
い
た
。
近
頃
大
流
行
の｢

オ

レ
オ
レ
詐
偽
」
に
掛
か
ら
れ
た
気

の
毒
な
老
人
達
が｢

詐
欺
師
に
払

う
た
め
引
き
出
し
た
預
金
額
」
よ

り
少
な
い
人
が
多
く
あ
る
の
だ
。

恐
ら
く
上
手
い｢

手
」
を
考
え
て
、

自
分
名
義
の
資
産
を
圧
縮
さ
れ
て

い
る
（
の
だ
ろ
う
）。
日
本
人
で

常
識
の
あ
る
人
な
ら
そ
れ
を
堂
々

と
書
く
（
発
表
）
い
て
も
信
用

す
る
人
は
少
な
い
と
思
う
。

大
企
業
は
黒
字
額
を
色
々
な
税

法
上
の
引
当
金
で
多
額
に
内
部
資

産
を
増
や
せ
る
。
零
細
企
業
は
ヤ
ッ

ト
コ
さ
の
苦
労
を
し
て｢

黒
字
」

に
し
て
も
税
金
を
払
う
。

一
生
懸
命
働
い
て
貯
め
た
年
寄

り
の
お
金
を
後
期
高
齢
者
用
の
保

険
制
度
を
つ
く
り
負
担
を
強
い
る
。

ど
こ
か
に｢

ヤ
イ
ヤ
イ
言
い
よ
っ

て
も
ド
ウ
セ
間
も
な
く
居
な
い
よ

う
に
な
る
」
と
思
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

昔
、
新
国
劇
の
「
国
定
忠
治
」

「
弱
気
を
助
け
強
気
を
挫
く
」
恰

好
の
良
い
の
で
映
画
で｢

清
水
の

次
郎
長
」
が
大
人
気
だ
っ
た
。

国
民
学
校
で
「
苛
め
の
よ
う
な

こ
と
」
を
す
る
奴
は
「
弱
い
も

の
虐
め
」
を
す
る
と
「
組
中
」

で
非
難
し
治
ま
る
の
が
常
で
有
っ

た
。
そ
う
言
う
国
民
的
感
情
が
敗

戦
後
時
が
経
つ
に
つ
れ
気
迫
に
な
っ

た
。
戦
後
、
何
時
の
間
に
消
え
た
。

何
故
？
と
考
え
て
原
因
は｢
西

部
劇
」
と
思
っ
た
。
敗
戦
後
、
怒

涛
の
様
に｢

ア
メ
リ
カ
映
画
」
特

に
西
部
劇
が
上
映
さ
れ
た
。

駅
馬
車
（
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー

ド
監
督
）
黄
色
い
リ
ボ
ン

（
ジ
ョ
ン･

ウ
エ
イ
ン
主
演
）

等
な
ど
。

常
に
原
住
民
で
あ
る｢

イ
ン
デ

ア
ン
」
は
悪
者
で
残
弱
な
人
た
ち
。

開
拓
者
や
そ
れ
を
支
援
す
る｢

騎

兵
隊
は
勇
者
で
良
い
人
と
い
う
構

図
で
だ
っ
た
。

弓
矢
で
イ
ン
デ
ア
ン
（
黄
色

人
種
）
が
開
拓
者
を
襲
う
と
最
後

は
ラ
ッ
パ
を
鳴
ら
し
な
が
ら
騎
兵

隊
が
銃
で
彼
等
を
攻
撃
、
開
拓
者

（
白
人
）
を
救
う
。
館
内
は
騎
兵

隊
が
登
場
す

る
と
拍
手
が

起
こ
っ
た
。

そ
の
後
南
北

戦
争
を
背
景

に
し
た｢

風

と
共
に
去
り

ぬ
」
が
大
ピ
ッ

ト
す
る
が
、
南
部
富
豪
の
資
産
は
、

ア
フ
リ
カ
か
ら
連
れ
ら
れ
て
き
た

｢

黒
人
」
の
労
働
（
犠
牲
）
の
上

に
形
成
さ
れ
て
い
る
。

敗
戦
で
ア
メ
リ
カ
に
支
配
さ
れ

今
ま
で｢

神
国｣

信
じ
て
い
た
価
値

観
が
、
彼
我
に
経
済
力
戦
力
の
差

を
強
烈
に
認
識
し
、
弱
い
も
の
虐

め
的
な
西
部
劇
に
影
響
を
受
け
た
。

丁
度
そ
の
時
代
に
青
少
年
時
代
を

す
ご
し
た
世
代
が
現
代
日
本
で
政

治｢

、
経
済
他
あ
ら
ゆ
る
世
界
で

中
心
に
な
っ
た
い
る
。

当
時
刷
り
込
ま
れ
た
「
弱
い
も

の
虐
め
は
発
展
成
長
の
た
め
に
は

｢

弱
い
も
の
虐
め
は
必
要
悪
」
と

し
て
い
る
様
に
思
え
た
。
新
国
劇

と
浪
花
節
の
世
界
も
捨
て
た
も
の

で
は
無
い
と
こ
れ
をｵ

書
い
た
。
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▽
先
月｢

日
本
年
金
機
構
」

か
ら
社
会
保
険
資
料
提
出
の

依
頼
が
来
た
。
数
年
前
か
ら

定
形
外
大
型
封
筒
で
来
る
。

▼
中
に
は
最
近
何
処
の
役
所

も
使
っ
て
い
る
資
料
書
き
こ

み
用
の
「O

C
R

（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
読
取
様
式
）
用
紙
あ
っ
た
。

▽
又
か
！
と
思
っ
た
。
こ

の
方
式
に
な
っ
て
か
ら｢

折

ら
ず
返
送
と
な
り
、
在
来
は

80
円
の
に
120
円
要
す
る
の
だ
。

▼
私
企
業
で
もO

CR

で
資
料

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
有
る

が
殆
ん
ど
返
信
料
は
先
方
負

担
の
封
筒
が
入
れ
て
あ
る
。

▽
役
所
は
そ
の
配
慮
は
無
く

120
円
で
仕
方
な
く
返
送
し
た

が
、
負
担
増
に
つ
い
て｢

私

の
意
見
◎
」
の
書
き
込
ん
だ
。

◎
社
会
保
険
税
務
署
や
他
の

役
所
を
入
れ
る
と
5
回
程
度

あ
る
。
当
社
で
200
円
だ
が
日

本
中
な
ら
膨
大
な
金
額
。
折

曲
禁
止
な
ら
、
大
型
封
筒
迄

80
円
に
な
る
よ
う
に
郵
政
当

局
と
交
渉
さ
れ
た
い
。

▼
も
う
何
年
も
な
の
で
又
か
！

と
思
い
開
け
る
と｢

返
信
用

封
筒
は
同
封
し
て
な
い
が

｢

折
曲
げ
可
」
で
あ
る
。

▽
ヤ
ッ
ト
で
あ
る
。
全
国
に

私
同
様
の
シ
ツ
コ
イ
人
が
多

く
い
て
そ
の
方
々
も
言
い
続

け
ら
れ
た
成
果
で
あ
ろ
う
。

▼
一
滴
一
滴
の
水
で
も
石
に

窪
み
を
つ
く
る
。
続
け
る
大

切
さ
を
役
所
に
教
え
ら
れ
た
。

ー
ー

ど
ん
つ
き
ー
ー

11
／
21
第

３

日

曜

日

71
回
は
「
お
話
｝
を
お
願
い
し

て
い
た
石
本
幸
良
様
〈
地
域
計
画

研
究
所
社
長
）

が
急
病
で
ご
入
院

さ
れ
、
急
遽
「
人
間
ジ
ュ
ー
ク

ボ
ッ
ク
ス
」
の
別
名
の
あ
る

「
宮
原
春
彦
様
」
に
ご
無
理
を

言
っ
て
ご
出
場
戴
い
た
。

宮
原
さ
ん
の
美
声
を
聞
い
た
後

参
加
者
全
員
で｢

浜
辺
の
歌
」

や
「
四
季
の
歌
」
な
ど
の
懐
か

し
い
歌
を
合
唱
し
た
楽
し
い
朝

粥
会
に
な
っ
た
。
当
日
解
散
前

に
「
前
進
座
座
員
の
高
橋
亜
紀

さ
ん
」
か
ら
ご
挨
拶
と
ご
自
身

も
出
演
さ
れ
る
一
月
の
南
座
公

演
の
お
知
ら
せ

お
聞
き
し
た
。

第
71
回
朝
粥
食
べ
て

お
シ
ャ
ベ
リ
会
報
告

前
進
座
座
員

高
橋
亜
紀
さ
ん

優しい宮原節に和む会場

朝粥常連鍬田さんも
笛でご参加



先
月

7
日
（
日
）
「
第

7
回
駅

伝
ラ
イ
ブ
（
報
告
下
枠
に
あ
り
）」
は
盛

況
裏
に
終
り
、
当
日
多
く
の
皆
様

の
募
金
も
「
ユ
ニ
セ
フ
」
に
送
金

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は2

0
0
4

年

12
月

26
日
の
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
被
災
者

救
援
募
金
を
募
る
た
め
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
音
の
風
」
を
中
心
に
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン

10
ユ
ニ
ッ
ト
と
相
談

し
発
足
し
た
も
の
で
す
。

当
社
二
階
の
二
つ
の
ス
ペ
ー
ス

（
ギ
ャ
ラ
イ
ー
集
と
楽
々
ホ
ー
ル
）
を
交
互
に

使
い
途
切
れ
な
く
演
奏
し
、
ご
参

加
の
方
に
３
百
円
以
上
の
募
金
協

力
を
お
願
い
す
る
形
で
し
た
。
（本

年
は
参
加

費
５
０
０
円
）
出
演
の
方
は

「
ノ
ー
ギ
ャ
ラ
」
で
手
弁
当
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
集
ま
っ
た
募
金
は

「
日
赤
」
救
済
支
援
金
に
届
け
ま

し
た
。

後
日
の
反
省
会
で
折
角
の
イ
ベ

ン
ト
だ
か
ら
毎
年
や
ろ
う
と
声
が

出
て
本
年
で
７
回
目
に
な
り
、
二

つ
ス
ペ
ー
ス
交
互
に
使
い
途
切
れ

な
く
演
奏
を
続
け
る
の
で
イ
ベ
ン

ト
名
称
を
「
駅
伝
ラ
イ
ブ
」
と
し

中
国
四
川
地
震
や
中
越
地
震
募
金

を
へ
て
現
在
は
「
ユ
ニ
セ
フ
・
ハ

ン
ド･

イ
ン･

ハ
ン
ド
募
金
」
に
協

力
を
し
て
い
ま
す
。

回
を
重
ね
る
毎
に
、
参
加
者
や

ご
協
力
者
も
増
え
、
今
や
プ
ロ
な
っ

た
方
②
③
や
セ
ミ
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
も
出
演
下
さ
い
ま
し
た
。

募
金
額
も
前
年
を
大
き
く
上
回
り

ま
し
た
。
有
難
い
こ
と
で
す
。

街
中
の
小
さ
な
酒
屋
の
会
社
の

ス
ペ
ー
ス
で
続
け
て
き
た
成
果
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
と
ん
か
ら
り
ん
」
は
１
４

年
で
１
３
５
号
。
「
朝
粥
食
べ
て

お
シ
ャ
ベ
リ
会
」
は
今
月
で
７
２

回
。
「
こ
こ
ろ
坂
・
楽
々
落
語
会
」

も
来
月
で
２
５
回
で
す
。
当
初
は

苦
労
し
ま
し
た
が
や
り
続
け
て
ど

う
に
か
軌
道
に
乗
っ
た
感
じ
に
な

り
ま
し
た
。

子
供
時
代
、
祖
母
に
常
に
「
お

前
は
三
ヶ
日
坊
主
だ
」
と
言
わ
れ

る
程
ア
キ
ラ
メ
の
早
い
子
で
し
た

が
、
何
時
の
間
に
か
「
シ
ツ
コ
イ

人
間
」
に
変
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

多
分
、
過
ぎ
去
っ
た
年
月
、
ご
縁

が
あ
っ
て
出
会
っ
た
多
く
の
人
た

ち
か
ら
「
継
続
は
力
な
り
」
と

「
教
え
」
ら
れ
た
こ
と
で
変
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

祖
父
が

97
年
前
創
業
し
た
酒

屋
、
後
三
年
で1

0
0

年
で
す
が
そ

れ
は
通
過
点
、
チ
ョ
ッ
ト
（
大
い
に
）

欲
張
っ
て
も
う

25
年
頑
張
り
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

★
左
の
写
真
は
駅
伝
ラ
イ
ブ
当
日

の
写
真
で
す
。

ご
近
所
の
昭
和
保
育
園
児
の
ひ
ま
わ

り
組
の
可
愛
い
声
で
開
会

2
階
七
条
通
側
の
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー

集
」
で
演
奏
す
る
、
人
気
上
昇
中
の

フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
の
演
奏
フ
ァ
ミ
マ
店

奥
の
「
楽
々
ホ
ー
ル
」
で

プ
ロ
の
バ
イ
オ
リ
ス
ト

「
シ
ー
ナ
き
の
は
ら
」
さ
ん
。

１
階
フ
ァ
ミ
マ
店
頭
で
音
楽
で

募
金
集
め
。

第
一
回
か
ら
ご
協
力
の
「
沖
縄
音
楽

の
な
あ
」
の
演
奏
で
盛
り
上
が
る
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
「
ケ
メ
コ
さ
ん
こ
と
澤

田
好
宏
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
全
員
合

唱
で
締
め
く
く
っ
た
。

ア
ッ
ト
言
う
間
に

師
走
で
す
！

●2
0
1
0

年

ヒ
ッ
ト
商
品
ベ
ス
ト

30

1
位
…
食
べ
る
ラ
ー
油

2
位
…
3D

映
画

3
位
…
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

4
位
…
プ
レ
ミ
ア
ム
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

5
位
…iP

a
d

6
位
…
ポ
ケ
ッ
ト
ド
ル

ツ7
位
…
低
価
格L

E
D

電
球

8
位
…
チ
ン
し
て
こ
ん
が
り
魚
焼
き

9
位
…
ハ
リ
ナ
ッ
ク
ス

10
位
…
一
杯
で
し
じ
み

70
個
分
の
ち
か
ら

11
位
…
平
城
遷
都1

3
0
0

年
祭

12
位
…
ア
タ
ッ
ク
ネ
オ

＆
ト
ッ
プ
ナ
ノ
ッ
ク
ス

13
位
…
ル
ル
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

ク
ッ
シ
ョ
ン
・
14
位
…P

o
c
ke
t
W
iF
i

15
位
…
怪
盗
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

16
位
…
鮮
度
の
一
滴

17
位
…
エ
ア
マ
ル
チ
プ
ラ
イ
ア
ー

18
位
…
ジ
グ
ゾ
ー
パ
ズ
ル

19
位
…N

E
X

シ
リ
ー
ズ

20
位
…
共
同
購
入
ク
ー
ポ
ン

21
位
…
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
ボ
ー
ル
ノ
ッ
ク

22
位
…
キ
リ
ン
午
後
の
紅
茶

エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
テ
ィ
ー

23
位
…
バ
ン
ド
一
本
で
や
せ
る
！

巻
く
だ
け
ダ
イ
エ
ッ
ト

24
位
…B

igA
m
e
ric
a

25
位
…
も
し
高
校
野
球
の
女
子
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
の

『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
を
読
ん
だ
ら

26
位
…
香
る
防
虫
剤

27
位
…J

A
N
J
A
N

ソ
ー
ス
焼
き
そ
ば

28
位
…
角
ハ
イ
ボ
ー
ル

29
位
…
ミ
ル
ミ
ル

30
位
…
ア
ナ
ロ
グ
ト
イ

オ
リ
コ
ン

11
月

2
日
よ
り

店は、人と人のふれ合いの場でありたい！ とんからりん VOL：135 2010(平成22年）12月1日（水）P2

ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

皆
様
の
お
陰
で
成
功
裏
に
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
７
回
駅
伝
ラ
イ
ブ
は
、
お
客
様
・

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
皆
様
・
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
合
わ
せ
て
、
６
０
０
人
を

越
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
ま
し
た
。

参
加
人
数
・
募
金
額
と
も
過
去
最
高
、

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
記
に
今
回
の
収
支
を
記
載
い
た

し
ま
し
た
。
ご
確
認
下
さ
い
。

記

◎
参
加
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
数

１
４
ユ
ニ
ッ
ト

１
１
３
人

◎
チ
ケ
ッ
ト
販
売

４
５
３
枚

2
2
6
,
5
0
0

円

◎
店
頭
募
金
額

5
8
,
1
8
3

円

◎
寄
付
（
個
人
・
団
体
・

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ど
）

9
2
,
0
5
0

円

◎
収
入
合
計

3
7
6
,
7
3
3

円

▼

支
出
経
費
（
音
響
・
印
刷
・

通
信
費
な
ど
）

1
2
2
,
0
7
5

円

◆
差
引
金
額
き
（
募
金
額
）

ユ
ニ
セ
フ
「
ハ
ン
ド
・
イ
ン
・

ハ
ン
ド
」
へ
送
金
↓

254,658

円

２
０
１
０
年
１
１
月
２
６
日

第
７
回
：

駅
伝
ラ
イ
ブ
実
行
委
員
会

代
表

酒
谷
宗
男

★
「
駅
伝
ラ
イ
ブ
」
の
収
益
金
は
今

は
ユ
ニ
セ
フ
・
ハ
ン
ド
・
イ
ン･

ハ
ン

ド
」
募
金
に
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
開
発
途
上
国
で
貧
困

で
年
間8

8
0

万
人
の
幼
い
子
供
達
が
簡

単
に
予
防
で
き
る
病

気
で
死
ん
で
い
ま
す
。

ユ
ニ
セ
フ
（11

/7

）

「
ハ
ン
ド
・

イ
ン
・

ハ
ン
ド
」
協
賛

第
７
回

駅
伝
ラ
イ
ブ

報
告

大
切
な
こ
と
は

続
け
る
こ
と

④

①

②

⑤

③

⑥

⑥

①②④ ③

⑤



前

回

清

水

寺

本

堂

の

南

谷
（
錦
雲
渓
）
を
源
と
す
る
音
羽

川
の
続
き
と
し
て
清
水
寺
境
内
に

あ
る
子
安
塔
を
書
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
塔
は
江
戸
時
代
初
期
建
立
の

重
要
文
化
財
。
本
堂
の
南
谷
を
隔

て
た
丘
上
に
建
つ
て
い
る
。
高
さ

約
１
５
メ
ー
ト
ル
、
桧
皮
葺
き
の

軽
快
な
三
重
塔
で
あ
る
。

各
重
と
も
軒
は
二
軒
繁
垂
木
（
ふ

た
の
き
し
げ
た
る
き
）
と
ぐ
み
は

三
手
先
で
あ
る
が
珍
し
く
尾
垂
木

を
設
け
ず
、
縁
に
は
組
高
欄
が
あ

り
、
子
安
観
音
と
千
手
観
音
を
祀

り
、
名
前
の
通
り
安
産
に
大
き
な

信
仰
を
集
め
て
来
た
。

聖
武
天
皇
・
光
明
皇
后
の
祈
願
所

と
伝
説
さ
れ
る
が
創
建
時
期
は
判
っ

て
い
な
い
。
寛
永
期
の
再
建
で
、

仁
王
門
の
左
手
前
に
建
っ
て
い
た

い
た
も
の
を
明
治
末
年
に
移
築
し

た
。
そ
の
前
は
仁
王
門
の
外
に
泰

産
寺
が
あ
り
、
子
安
の
塔
は
そ
の

境
内
に
建
っ
て
い
で
産
寧
坂
の
名

の
由
来
は
そ
れ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

又
、
源
義
経
（
牛
若
丸
）
の
母

常
盤
御
前
が
、
今
若
・
乙
若
・
牛

若
の
三
人
の
子
ど
も
を
連
れ
て
、

吹
雪
の
中
、
京
を
逃
れ
る
際
、
千

手
子
安
観
音
に
子
ど
も
達
の
無
事

を
祈
願
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

祈
願
し
、
常
盤
た
ち
は
縁
戚
の
い

る

大

和
の

宇

陀

郡
（

う

だ

の

ご

お

り

）

を

目

指

し

た

と
か
？
。

そ

の

後

、

鞍

馬

寺
に
預

け

ら

れ

た

牛

若
丸
が
五
条
大

橋
で
笛
を
吹
き
な
が
ら
歩
い
て
い

る
と
、
そ
の
腰
の
見
事
な
太
刀
を

奪
わ
ん
と
し
た
武
蔵
坊
弁
慶
に
挑

み
か
か
ら
れ
る
が
、
欄
干
を
飛
び

交
う
身
軽
な
牛
若
に
か
な
わ
ず
、

弁
慶
は
降
参
し
た
。
弁
慶
は
そ
れ

以
後
、
牛
若
（
義
経
）
の
忠
臣
と

な
っ
た
。
そ
れ
は
小
学
校
唱
歌
に

な
っ
た
程
有
名
な
話
。
何
故
五
条

大
橋
か
と
考
え
る
と
幼
い
時
、
母

の
常
盤
が
お
参
り
し
た
子
安
の
塔

に
向
か
う
道
中
の
出
来
事
か
も
知

れ
な
い
。
平
安
時
代
の
五
条
通
は

今
の
松
原
通
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

そ
う
と
想
像
も
で
き
る
。

今
、
子
、
親
を
殺
す
事
件
が
頻
発
。

子
が
生
み
の
母
を
慕
う
心
根
は
現

代
も
平
安
時
代
で
も
変
ら
な
い
と

わ
が
身
に
照
ら
し
て
し
て
思
い
た

い
。
親
の
心
も
同
じ
だ
っ
た
ろ
う
。

唾
液
（
つ
ば
）

は
唾
液

働
き
も
の
（
つ
ば
）

は
消

化
液
で
大
人
が
一
日
に0

.
5

～1
.

5
L

出
す
そ
う
で
す
が
年
を
と
る
と

少
な
く
な
り
ま
す
。
最
近
は
「
涎

掛
け
」
を
し
て
い
る
子
供
は
多
く

有

り

ま

せ

ん

が

、

私

は

「

涎

た

れ

」

で
幼
稚
園
児
ま
で

つ
け
て
い
ま
し
た
。

加
齢
だ
け
で
な
く

緊
張
し
た
り
す
る
と
唾
が
出
ず
口

の
中
が
カ
ラ
か
ら
に
な
る
経
験
は

何
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
唾
は
歯

の
掃
除
し
た
り
、
歯
が
酸
性
の
な

る
の
を
防
ぐ
役
も
す
る
優
れ
も
の

な
の
で
す
。

幼
児
の
こ
ろ
怪
我
を
す
る
と
祖

母
は
「
舐
め
て
お
き
」
と
よ
く
言

い
、
そ
う
す
る
と
少
々
の
傷
は
治

り
ま
す
。
唾
に
は
抗
菌
作
用
も
あ

る
よ
う
で
す
。
「
キ
タ
ナ
イ
！
。

な
ど
言
う
う
と
バ
チ
が
当
り
ま
す
。

最
近
は
「
唾
」
で
は
傷
は
治
り
に

く
く
な
り
ま
し
た
が
、
唾
の
所
為

で
な
く
年
令
か
ら
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
「
唾
」
軽
視
し

て
は
け
ま
せ
ん
。
唾
に｢

パ
ロ
チ

ン
」
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
含
ま
れ

て
い
て
「
老
化
防
止
」
に
役
立
つ

と
の
研
究
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

舞
台
役
者
や
落
語
家
は
良
く
声
を

出
し
「
唾
」
を
だ
す
か
ら
元
気
で

長
生
き
を
す
る
人
が
多
い
の
で
す
。

ル
パ
ン
グ
島
帰
還
兵
士
「
小
野

田
寛
郎
さ
ん
」
は

88
歳
の
今
も
お

元
気
で
ご
活
躍
と
聞
き
ま
す
。

ご
帰
還
後
幾
度
か
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

で
お
話
さ
れ
る
と
き
何
時
も
口
の

端
に
唾
が
溜
ま
っ
て
い
る
の
が
見

え
ま
し
た
。

良
く
噛
み
、
良
く
喋
り
、
美
味
し

い
も
の
を
見
て
「
唾
」
を
出
せ
ば

元
気
で
長
生
き
出
来
マ
ッ
セ
。

23

沿
線
開
発
は
各
所
で
進
み
ま
し

た
。
古
川
橋
・
門
真
間
で
見
ら
れ
た

蓮
根
畑
も
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

中
宮
、
香
里
団
地
等
か
ら
の
乗
客
は

枚
方
市
始
発
電
車
で
満
員
と
な
り
、

寝
屋
川
市
か
ら
先
は
積
み
残
し
が
出

る
状
態
で
ダ
イ
ヤ
乱
れ
る
一
方
で
し

た
。
そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
は
扉

の
数
を
増
や
し
、
閑
散
時
使
用
し
な

い
扉
を
閉
切
っ
た
後
に
天
井
収
納
の

座
席
を
降
ろ
す
装
置
で
し
た
。5

扉

車5000

系
は
日
本
最
初
で
す
。
こ
れ

で
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
も
ス
ム
ー
ズ
に

電
車
を
走
ら
せ
る
事
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

24

樟
葉
駅
周
辺
は
遊
水
池
と
言
わ

れ
た
と
こ
ろ
で
、
洪
水
に
な
る
と
舟

橋
川
を
逆
流
し
た
淀
川
の
水
で
満
た

さ
れ
ま
し
た
。
旧
駅
近
隣
住
宅
の
納

屋
や
縁
側
の
軒
先
に
は
小
舟
が
吊
り

下
げ
て
あ
り
、
洪
水
と
な
る
と
そ
れ

で
行
き
交
い
し
た
と
の
話
で
す
。
も

ち
ろ
ん
電
車
の
線
路
は
水
漬
か
り
で

運
転
休
止
と
な
り
ま
し
た
。
線
路
沿

い
の
京
阪
国
道
も
大
水
の
度
に
通
行

止
め
と
な
る
た
め
、
山
手
に
移
設
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
沿
っ
て
男
山
団

地
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
京

阪
電
車
は
そ
の
ア
ク
セ
ス
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

25

男
山
団
地
建
設
を
機
会
に
、

“
樟
葉
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
”
の
町
づ
く

り
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

玄
関
は
新
樟
葉
駅
で
す
。
列
車
の
折

り
返
し
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
特
急
も
急
行
も
乗
客
が
増

え
、
20
分
毎
の
運
転
を15

分
毎
に
す

る
と
共
に
追
い
越
し
が
出
来
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
枚
方
市
を
上
回
る
大

き
な
駅
と
な
り
、
駅
上
に
掲
げ
ら
れ

た
“
京
阪
”
の
電
照
看
板
は
、
対
岸

を
走
る
Ｊ
Ｒ
、
阪
急
電
車
か
ら
も
良

く
見
え
ま
す
。

弟
で
あ
っ
た
阪
急
京
都
線
に
「
元
気

で
走
っ
て
い
る
か
い
！
」
と
、
エ
ー

ル
を
送
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

地域とお客様のお役に立つ店をめざして！ とんからりんVOL135 2010(平成22年）12月1日（水）P3

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ
26

音
羽
山
清
水
寺
・

子
安
の

塔

（
連
載
）

京
阪
電
車

走
り

続
け
て

１
０
０
年

⑥

清水寺子安の塔

子
安
の
塔
か
ら

見
た
清
水
舞
台

出来上がった樟葉駅を通過する特急電車



前
号
で｢

三
増
酒
」
や｢

桶
買
い

酒
」
の
こ
と
を
書
き
ま
し
た
が
、

も
う
十
数
年
前
か
ら｢
桶
」
で
売

り
買
い
す
る
蔵
は
減
り
殆
ん
ど
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
国
が
酒
造
米
・

酒
蔵
の
醸
造
量
制
限
を
外
し
た
か

ら
で
す
。
売
る
能
力
の
あ
る
酒
蔵

は
売
れ
る
だ
け
自
蔵
、
、
少
量
で

も
良
い
酒
を
造
る
蔵
も
増
え
て
来

た
の
で
す
。｢

桶
売
り
（
Ｏ
Ｅ
Ｍ
）
」

に
重
点
を
置
い
て
ら
れ
た
蔵
の
転

業
増
え
日
本
酒
酒
蔵
は
減
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
今
で
も｢

三
増
酒
」

よ
り
程
度
の
悪
い
酒
は
、
減
少
は

し
て
い
ま
す
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
酒
卸
か
ら
酒
小
売
に
仕
事

を
変
え
た1

9
7
3

年
（
昭4

8

）
こ
ろ

か
ら
地
方
の
良
い
お
酒
を
扱
っ
て

ま
し
た
が
、
○
○
冠
や
○
鹿
○
正

宗
の
特･

一
級
酒
に
お
客
さ
ん
が

指
名
買
い
集
ま
り
「
地
酒
」
は
苦

戦
で
し
た
。
〈
級
別
は
味
の
酒
税
な
差
で

な
く
主
と
し
て
酒
税
額
差
名
の
で
す
が
）

地
方
の
蔵
か
ら
は
あ
る
程
度
数
を

仕
入
れ
ま
す
。
今
の
よ
う
な
保
冷

庫
が
無
く
お
酒
が
劣
化
し
て
捨
て

る
こ
と
も
有
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
「
民
族
の
酒
・

日
本
酒
の
伝
統
を
守
り
、
良
質
で

旨
い
酒
を
愛
飲
家
に
お
届
け
し
よ

う
」
と
、
地
方
の
そ
う
し
た
酒
造

り
を
し
て
い
る
蔵
元
に
呼
び
か
け
、

1
9
7
5

年
（
昭5

0

）
「
日
本
名
門
酒

会
」
が
出
来
ま
し
た
。
私
ど
も
が

仕
入
れ
て
い
る
「
地
酒
蔵
」
も
参

加
さ
れ
て
い
た
の
で
酒
屋
の
友
人

の
達
と
早
速
入
会
し
ま
し
た
。

当
初
は
販
売
に
苦
労
し
ま
し
た

が
友
人
達
と
共
同
で
チ
ラ
シ
を
撒

い
た
り
「
名
門
酒
を
飲
む
会
」
を

毎
年
開
催
。
十
回
目
はK

B
S

ホ
ー

ル
で
山
崎
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
司
会
、

ゲ
ス
ト
「
い
く
よ
く
る
よ
」
を
お

呼
び
し
８
百
名
の
「
集
い
」
が
出

来
ま
し
た
。

私
ど
も
は
「
ビ
ル
」
に
し
た
機

会
に
コ
ン
ビ
ニ
「
フ
ァ
ミ
マ
」
に

業
体
を
変
え
ま
し
た
が
、
今
も

「
名
門
酒
会
」
の
酒
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

酒
類
は
「
醸
造
酒
」

「
蒸
留
酒
」｢

混
生
酒
」
の
三
つ

に
大
別
さ
れ
す
が
，
醸
造
が
大
元

で
、
醸
造
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
度
数

の
限
界
や
保
存
の
難
し
さ
が
あ
り
、

醸
造
し
低
濃
度
の
生
産
物
を
加
熱

蒸
留
し
て
造
ら
れ
た
も
の
が｢

蒸

留
酒
」
。
そ
の
蒸
留
酒
を
ベ
ー
ス

に
他
の
物
を
加
え
た
も
の
が
混
生

酒(

リ
キ
ュ
ー
ル
等
）
で
す
。
で

す
か
ら
素
材
の
本
来
の
性
質
は
醸

造
酒
が
一
番
持
っ
て(

残
っ
て
）

い
ま
す
。

今
、
世
界
各
地
で｢

米
食
」
や

「
す
し
」
が
健
康
に
良
い
と
食
べ

ら
れ
日
本
酒
が
大
人
気
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
も
良
い
酒(

名
門

酒
会
の
）
が
世
界
各
都
市
で
売
ら

れ
飲
め
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
か
ら
微
粒
子

を
持
ち
帰
る
こ
と
に
成
功
し
た
探

査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
を
造
っ
た
日

本
の
技
術
力
は
、
米
と
水
と
麹
で

｢

日
本
酒
」
を
造
る
技
と｢

根
は
一

つ
」
で
す
。

モ
ッ
ト
モ
ッ
ト
多

く
の
国
の
人
々
が
飲
み
、
日
本
酒

は
近
い
将
来｢

世
界
に
冠
た
る
酒
」

な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
本
の
米
つ

く
り
を
ま
も
り
、
良
い
水
の
源
で

あ
る
山
や
森
を
保
護
し
す
る
林
業

を
守
り
、
飲
む
人
，
造
る
人
た
ち

が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
平
和
な
日
本

で
あ
り
た
い
と
思
う
の
で
す
。
ま

お
詫
び

今
月
１
２
月
号
は
、
決
算
と
色
々

と
手
の
離
せ
な
い
事
が
重
な
り

「
と
ん
か
ら
り
ん
」
の
出
来
上
が

り
が
数
日
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

平
に
お
許
し
く
だ
さ
い
。

編
集
者

酒
谷
義
郎

6
6
3

年

に
、
倭

国
は
百

済
（
下

の
地
図

↑
）
救

援
の
た
め
に
、
国
家
滅
亡
の
危

機
を
冒
し
て
唐
・
新
羅
の
連
合

軍
と
戦
っ
た
の
は
何
故
か
？

6
6
0

年
に
百
済
は
唐
・
新
羅

の
連
合
軍
の
攻
撃
を
受
け
て

滅
亡
す
る
。
そ
れ
で
も6

6
3

年

に
中
大
兄
皇
子
（
後
の
天
智

天
皇
）
は
百
済
復
興
を
目
論

み2
7
0
0
0

の
大
軍
を
白
村
江
に

送
っ
た
。

し
か
し
大
敗
を
喫
し
百
済
救

援
は
失
敗
に
終
わ
る
。

当
時
唐
は
強
大
な
軍
事
力

を
持
ち
朝
鮮
半
島
を
支
配
し

よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
、
倭

国
が
唐
と
敵
対
し
て
戦
う
と

い
う
事
は
極
め
て
危
険
な
事

で
あ
り
、
倭
国
が
滅
亡
す
る

可
能
性
す
ら
あ
っ
た
。

国
家
滅
亡
の
危
機
を
冒
し

て
ま
で
、
当
時
の
超
大
国
唐

と
戦
っ
た
の
は
、
天
皇
家
の

故
国
が
百
済
で
あ
る
の
で
は

と
、
50
年
前
高
校
で
日
本
史

を
習
っ
た
時
、
私
は
思
い
ま

し
た
。
し
か
し
上
田
正
昭
先

生
（
古
代
史
の
大
御
所
当
時
高
校
で

日
本
史
を
教
え
ら
れ
て
ま
し
た
）

は

天
皇
家
の
故
国
が
百
済
で
あ

る
と
い
う
説
に
反
対
で
し
た
。

疑
問
を
抱
い
た
ま
ま
10
年

前
に
丸
善
書
房
で
「
百
済
か

ら
渡
来
し
た
応
神
天
皇
」
石

渡
信
一
郎
著
（
三
一
書
房
）

で
、
天
皇
家
の
故
国
が
百
済

で
あ
る
と
の
主
張
に
出
会
い

意
を
強
く
し
た
次
第
で
す
。

石
渡
氏
の
主
張
は
江
上
波
夫

氏
の
有
名
な
騎
馬
民
族
征
服

説
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
で

す
。大
陸
諸
国
と
日
本
国
の
絡

み
、
付
き
合
い
の
難
し
さ
が

今
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
今
に
始
ま
っ
た
事
で

な
く
古
代
か
ら
存
在
し
た
も

の
な
の
で
す
。
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○
「
と
ん

か
ら
り
ん
」

今
月
で
135
号
。
１
号
は
１
９
９

５
年
（
平
７
）
五
月
で
、
14
年

余
も
続
け
た
こ
と
に
な
る
。

●
途
中
四
ｹ
月
休
ん
だ
が
最
近

は
月
刊
に
し
て
い
る
。
当
初
ダ

イ
レ
ク
ト
登
録
の
方
に
配
布
し

て
た
の
で
軽
く
千
部
を
超
え
た
。

○
名
簿
に
は
、
お
顔
を
知
ら
な

い
方
、
極
た
ま
に
し
か
来
ら
れ

な
い
も
届
け
逆
効
果
や
誤
解
が

生
じ
る
こ
と
が
再
々
起
こ
っ
た
。

●
そ
こ
で
毎
年
3
月
更
新
で
年

会
費1,

2
00

円
を
ご
損
に
な
ら

な
い
対
策
し
、
会
員
登
録
を
下

さ
っ
た
方
に
配
布
し
て
い
る
。

○
当
然
配
付
先
（
会
員
様
）

は
減
っ

た
。
そ
し
て
毎
年
４
月
に
減
り

前
年
数
に
戻
る
の
は
年
末
頃
に

な
る
。
（
今
年
は
マ
ダ
前
年
割
れ
）

●
近
頃
は
大
型
店
だ
け
で
な
く

至
る
と
こ
ろ
で
「
会
員
募
集
」

し
会
費
も
無
料
で
ポ
イ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
が
大
流
行
。

○
「
何
処
の
誰
」
は
関
係
な
し

に
「
友
の
会
員
」
に
な
れ
る
。

見
境
無
に
ダ
イ
レ
ク
ト･

ネ
ッ

ト
で
物
を
売
る
シ
ス
テ
ム
。

●
そ
ん
な｢

底
引
き
網
商
法
」

は
性
に
合
い
ま
せ
ん
。
お
顔
や

な
ど
判
り
附
き
合
っ
た
下
さ
る

方
に
お
引
き
立
て
を
戴
き
た
い
。

○
米
・
酒
屋
は
昔
は
お
家
の
お

台
所
ま
で
気
軽
に
出
入
り
出
来

ま
し
た
。
信
用
が
有
っ
た
の
で

す
。｢

会
員
さ
ん
」
は
信
用
し

て
下
さ
る
方
と
思
っ
て
い
ま
す
。

酒
屋
で
生
き
て

生
か
さ
れ
て

編
集
後
記

第
五
十
七
話

日

本
の

酒

(

五)

世
界
に
冠
た
る
酒

日
本
古
代
史
の

謎

1

清
水
克
彦

※

と
ん
か
ら
り
ん
の
読
者
で
編
集
者
が

永
年
お
付
合
い
を
し
て
頂
い
て
い
る

清
水
克
彦
様
（
有
・
清
水
保
険
事
務

所
取
締
役
）
か
ら
ご
投
稿
を
戴
き
一
年

間
連
載
の
予
定
で
掲
載
致
し
ま
す
。

→




